
富⼭県⼟地利⽤基本計画（計画書）＜第４次＞の概要

＜第４次改定＞
よりよい状態で県⼟を
次世代へ引き継ぐ

「持続可能な県⼟管理｣

(1)計画書
・⼟地利⽤の調整等に関する事項

(2)計画図（５万分の１の地形図）
・都市地域、農業地域、森林地域、

⾃然公園地域、⾃然保全地域の
５地域に区分

県⼟利⽤の基本⽅向
県⼟利⽤をめぐる
基本的条件の変化

改定の基本的な視点⼟地利⽤計画策定の趣旨

＜主な調整指導⽅針＞
・都市地域（市街化区域及び⽤途地域以外）と農⽤地区域が重複する地域

⇒ 農⽤地としての利⽤を優先
・都市地域と森林地域の保安林の区域が重複する地域 ⇒ 保安林としての利⽤を優先
・農業地域と森林地域の保安林の区域が重複する地域 ⇒ 保安林としての利⽤を優先
・森林地域と⾃然公園地域とが重複する地域 ⇒ 両地区が両⽴するよう調整
・森林地域と⾃然保全地域とが重複する地域 ⇒ 両地区が両⽴するよう調整
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・⼟地の⾼度利⽤
・低未利⽤地の有効利⽤
・⾃然的⼟地利⽤の転換抑制

・地域の県⼟利⽤の合意形成
・地域の実情に即した取組みの促進
・⼟地利⽤の地域間の適切な調整

( 県 ) ⼟地利⽤計画等の基本的な施策を策定
(市町村) 県の計画を基本とし、市町村の区域内

における⼟地利⽤の⽅向を⽰す
(事業者) 地⽅公共団体の施策に協⼒

⼟地利⽤基本計画の構成

・富⼭県の区域について適正かつ合理的な
⼟地利⽤を図るため、国の国⼟利⽤計画
を基本として策定

・国⼟利⽤計画法に基づく⼟地取引規制、
⼟地利⽤に関する他の諸法律に基づく
開発⾏為の規制などを実施するための
基本となる計画

＜従来＞
開発を基調とした
県⼟利⽤の調整

(農⽤地、森林→宅地、道路)

２ ５地域区分の重複する地域における⼟地利⽤の調整指導⽅針

⼟地需要の量的調整、県⼟の有効利⽤

県⼟利⽤の総合的
マネジメントの展開

利用区分
面積(ha) 構成比(%)

摘要
(H10構成比)H22現況 H33目標 H22現況 H33目標

農地 59,420 57,770 14.0 13.6 14.8 

森林 284,366 284,153 66.9 66.9 67.0 

水面･河川･水路 20,314 20,381 4.8 4.8 4.8 

道路 18,000 18,915 4.2 4.5 3.8 

宅地 27,043 27,973 6.4 6.6 6.0 

その他 15,618 15,590 3.7 3.6 3.6 

合 計 424,761 424,782 100.0 100.0 100.0 

・災害に強い安全･安⼼な県⼟利⽤
・⼈と⾃然との共⽣や循環型社会を重視した県⼟

利⽤
・⽔と緑に恵まれた多様な森づくり
・歴史･⽂化を活かしたふるさとづくり

⼟地利⽤転換圧⼒の
低下は、県⼟利⽤の
質的向上の機会

・野⽣⽣物の⽣育空間の適切な配置や
連続性の確保 等

（参考） 県⼟の利⽤⽬的に応じた区分ごとの規模の⽬標

・⼟地利⽤の相互関係の深まり
・多様な主体の参画
・地域の創意⼯夫の重要性の⾼まり

県⼟利⽤の総合的
マネジメントへの期待

・⾃然災害の増加、被害の甚⼤化
・地球温暖化
・⾃然との調和等によるゆとりあ

る県⼟利⽤の要請

⼟地利⽤の質的向上への要請

・⼈⼝減少、⾼齢化の進展
・市街地の空洞化など⼟地利⽤の

効率の低下

⼟地利⽤転換速度の緩慢化

県⼟利⽤の質的向上

⾃然公園地域 ・優れた⾃然の⾵景地の保護、利⽤増進を図る⾃然公園地域 ・優れた⾃然の⾵景地の保護、利⽤増進を図る

都市地域 ・⼀体の都市として総合的に開発、整備、保全を図る都市地域 ・⼀体の都市として総合的に開発、整備、保全を図る

農業地域 ・総合的に農業の振興を図る農業地域 ・総合的に農業の振興を図る

⾃然保全地域 ・⾃然環境の保全を図る⾃然保全地域 ・⾃然環境の保全を図る

森林地域 ・林業の振興、森林の諸機能の維持・増進を図る森林地域 ・林業の振興、森林の諸機能の維持・増進を図る
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・新総合計画との整合性を図る

※下線部は、第３次計画からの変更点
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１ ⼟地利⽤の基本⽅向 各地域の特性
都 市 農⼭漁村 ⾃然維持地域

北陸新幹線新黒部駅(仮称)を新たな
玄関口とした交通基盤の整備や、周
辺地域を含めた計画的な土地利用の
推進

北アルプスの清流や黒部川扇
状地湧水群などの良質で豊富
な水資源を活用した快適で活
力ある農村づくりの推進

黒部峡谷、宇奈月温泉などの自
然環境や、中部山岳国立公園の
朝日岳等の山岳景観の保全

北陸新幹線、伏木富山港、富山空港
など広域的な交通基盤の整備や、交
流拠点としての利便性の向上、中心
市街地の賑わいの創出

豊かで美しい自然環境に恵ま
れた中核都市周辺の扇状地や
丘陵地を活用した農業基盤づ
くりの推進

北アルプス立山連峰や、ラムサ

ール条約登録湿地｢立山弥ヶ原･

大日平｣、立山砂防等の自然環
境の保全

北陸新幹線、東海北陸自動車道、能
越自動車道、伏木富山港等広域交通
網の整備や、歴史と伝統を活かした
環境整備の推進

扇状地・低平地の農業基盤づ
くりや、ため池・小高い丘陵
地を活かした農村づくりの推
進

能登半島国定公園である氷見海
岸、雨晴海岸、二上山などの豊
かな自然環境や景観の保全

東海北陸自動車道の活用等による交
通ネットワークの強化や、井波・城
端等の歴史的まち並み景観など美し
い景観づくりの推進

豊富な水資源等を活用した農
村づくりの推進や、砺波平野
の散居景観の保全

白山国立公園や、県立自然公園
の五箇山、白木水無などの自然
環境の保全
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都 市

農⼭漁村

⾃然維持地域

・集約型都市･低炭素型の都市の形成
・⾃然的⼟地利⽤からの転換は抑制 等

・優良農地･森林を確保、整備
・混在地域の計画的な⼟地利⽤ 等


